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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート(要約版)

整理番号 2000－4 官報公示

整理番号
4－706 CAS番号 82－45－1

名　　称
1-アミノアントラキノン

別名：α-アミノアントラキノン

構 造 式

分 子 式 C14H9NO2 分 子 量 223.23

市場で流通している商品(代表例)1)

純　度　　　　　　：97％以上
不純物　　　　　　：アントラキノン

添加剤または安定剤：無添加

 物理・化学的性状データ

　外 観：赤色結晶2, 3)

　融 点：260℃4)

　沸 点：300℃4)

　引 火 点：文献なし

　発 火 点：650℃以上4)

　爆発限界：文献なし

　比　　　重：文献なし

　蒸気密度：該当せず

　蒸 気 圧：該当せず

　分配係数：log Pow；1.84(計算値)5)

　加水分解性：文献なし

　解離定数：文献なし

　スペクトル：主要マススペクトルフラグメント

m/z　223(基準ピーク, 1.0)、77(0.39)、105(0.33)6)

　吸脱着性：文献なし

　粒度分布：文献なし

溶 解 性：1-アミノアントラキノン/水；0.02 g/l (20℃)4)

エタノール、アセトン、ベンゼン、クロロホルムなどの有機溶媒に易溶2, 3)

　換算係数：該当せず
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総合評価

1) 危険有害性の要約

　本物質のヒトに対する影響についての報告はないが、実験動物では中枢神経症状や腎臓、

肝臓に影響がみられ、溶血を主とする血液学的変化もみられている。変異原性・遺伝毒性

では in vitro、in vivo共に陽性の報告がみられ、発がん性試験で乳腺の腺腫、腸管の肉腫、

神経線維肉腫がみられている。生殖・発生毒性で催奇形性は認められていない。

　本物質は環境中に放出された場合、物理化学的性状から考えて主として水圏及び底質中

に分布するものと予想される。水圏では生分解されにくいが、生物への蓄積性は低い。環

境庁のモニタリングデータでは底質から検出されたことがある。水圏環境生物に対する急

性毒性は魚類で弱い。

2) 指摘事項

(1) 変異原性・遺伝毒性において陽性の報告があり、発がん性試験で腫瘍の増加がみられて

いる。
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